R4.4.1大津市障害福祉課

家事に関する支援（「家事の共同実践」「代行による家事」）について

【これまで】
・精神障害者の家事についての支援は、自立を支援する観点から、利用者本人が行う家事について、ヘルパーが支援するものを前提とする。ヘルパーに家事全般を代行させる支援は原則認めない。
・精神障害者の家事についての支援は、利用者と共に行っているかどうかに関わらず、原則家事援助として算定する。

【これから】
　障害の種別に関わらず「家事の共同実践」と「代行による家事」について、以下のように取り扱う。
１　「家事の共同実践」について
利用者の自立につなげるために、安全を確保しつつ常時介助出来る状態でヘルパーが利用者と共に調理、掃除、洗濯等の家事を行う支援については「身体介護」（家事の共同実践）で支給決定する。
＜留意事項＞
「共同実践」は「安全を確保しつつ常時介助できる状態で行う見守り等」であることから、単に声かけを行うことや共に家事を行うことをもって「身体介護」の算定は認められない。利用者とヘルパーで家事を分担する支援や別々の作業をしながら作業手順の声かけやアドバイスを行う支援等、「安全を確保しつつ常時介助できる状態」にない場合や、「安全を確保しつつ常時介助できる状態」をとる必要がない場合は家事援助で行うこととなる。以下、「身体介護」で算定できる具体的な支援の例を示す。

①身体的接触を伴う支援をする場合
例：利用者がふらつく為、身体を支えながら支援する
転倒防止の為、常に傍らで見守る
②常に傍らで利用者の安全確保が必要な場合
例：火や包丁等の取り扱いに目が離せない為、隣で常に手元を確認する

③家事の各動作に介助や指導が必要な場合
例：掃除機の使い方を指導する、調理器具の使い方を指導する等、利用者の家事動作を手取り足取り傍らで指導し支援する

※以下のような支援の場合は、共に家事を行っていても「家事援助」で算定する。

①利用者とヘルパーが家事を分担する場合
例：ヘルパーが調理し、利用者が掃除をする

ヘルパーと利用者が別々の場所を掃除する

ヘルパーが調理し、利用者が横で皿洗いをする等別々の作業を行う

②利用者の意欲向上のための声かけやアドバイスのみの支援をする場合
例：家事の遂行能力自体はあるが、意欲減退等で家事を行わない利用者への声かけ

ヘルパーが訪問することで離床し、家事が出来る利用者への声かけ

家事がスムーズに行えるような手順の整理やアドバイス
２　「代行による家事」について
　
　障害の種別に関わらず、代行による家事支援は「家事援助」で算定する。

ただし、特に精神障害者については病状の変動がある場合が多く、代行による家事支援が一律に長期に渡り必要と判断できない場合も多いと考えられるため、支援必要性の判断の目安として、以下２点のいずれにも該当する場合は代行による家事支援の必要性を認めるものとする。
① 病状により一時的に本人が共に家事を行えない

② 病状の回復を待たず家事支援をする必要がある、もしくは支援を行うことが状態の回復に効果がある

なお、支援への依存を防ぐため、主治医と利用者を交えたカンファレンス等で利用者及び支援者が、代行による家事支援の必要性を確認することが望ましい。
以上
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